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グ
ロ
ー
バル
化
の
深
化
と
格
差
問
題

　

国
際
社
会
が
現
在
直
面
す
る
格
差
問
題
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
深
化
と
密
接
に
関
係
し
、
従
来
に
増
し
て
重
層
的

に
、
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。

　

運
輸
交
通
・
通
信
技
術
の
発
達
は
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ

ネ
、
情
報
が
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
と
規
模
で
国
境
を
超

え
て
移
動
す
る
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
を
も

た
ら
し
た
。
世
界
の
資
源
が
流
動
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

世
界
各
国
・
地
域
の
経
済
成
長
・
発
展
が
大
き
く
促
進
さ

れ
て
い
る
。
数
多
く
の
先
進
国
企
業
が
開
発
途
上
国
に
進

出
し
、
生
産
拠
点
の
大
胆
な
移
動
に
よ
っ
て
途
上
国
に
新

た
な
産
業
と
雇
用
を
生
み
出
し
た
。
日
本
を
除
く
ア
ジ
ア

の
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
、
過
去
10
年
間
で
３
倍
強

に
増
加
し
、
い
ま
や
「
世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
」
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
中
産
階
級
が
誕
生
し
、
一
生
の
う
ち
に
所
得

が
１
０
０
倍
に
な
る
よ
う
な
人
び
と
も
存
在
す
る
。

　

こ
う
し
た
経
済
成
長
・
発
展
の
裏
で
、
富
め
る
者
と
貧

し
い
者
と
の
格
差
が
今
ま
で
以
上
に
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

１
９
６
０
年
代
以
降
の
国
際
社
会
に
お
け
る
格
差
の
問
題

は
、「
南
北
問
題
」
と
い
う
先
進
国
と
開
発
途
上
国
の
二
極

対
立
に
集
約
さ
れ
て
き
た
。
現
在
の
格
差
の
問
題
は
、
そ

う
し
た
大
き
な
く
く
り
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
ず
、
同
一
地

域
内
、
同
一
国
内
、
さ
ら
に
は
同
一
社
会
内
の
格
差
に
一

層
の
注
目
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で

は
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
が
著
し

グ
ロ
ー
バル
化
の
時
代
に

お
け
る
格
差
問
題
への
対
応

―
人
間
の
安
全
保
障
と
日
本
の
国
際
協
力
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）理
事
長  

緒
方 

貞
子
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い
経
済
成
長
・
発
展
を
遂
げ
る
一
方
で
、
政
治
・
治
安
情

勢
が
不
安
定
な
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
軍
事
政
権
下
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
等
、
大
き
く
後
れ
を
取
っ
て
い
る
国
も
あ
る
。
２

０
０
８
年
に
お
け
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
１
人
当
た
り
の
国
民

総
所
得
（
Ｇ
Ｎ
Ｉ
）
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
約
70
分
の
１

で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
チ
ェ
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
北
部
等
、
国
内
対
立
・

紛
争
の
影
響
に
よ
っ
て
多
く
の
人
び
と
が
生
命
と
尊
厳
を

脅
か
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
タ
イ
で
は
、
２
０
１
０

年
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
反
政
府
勢
力
が
首
都
バ
ン
コ

ク
の
中
心
部
を
占
拠
し
、
政
府
に
よ
る
非
常
事
態
宣
言
の

発
令
と
武
力
制
圧
に
ま
で
発
展
し
た
。
頻
繁
に
繰
り
返
さ

れ
る
タ
イ
の
政
治
的
混
乱
は
、
都
市
と
農
村
の
貧
富
の
格

差
が
背
景
に
あ
る
と
の
見
方
も
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
中

進
国
が
直
面
す
る
同
様
の
格
差
の
問
題
は
、
複
雑
な
歴
史
、

文
化
、
民
族
構
成
等
と
も
深
く
関
係
し
、
解
決
は
容
易
で

は
な
い
。
格
差
が
拡
大
す
る
社
会
は
、
概
し
て
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

で
あ

り
、
潜
在
す
る
政
治
的
、
経
済
的
な
不
満
が
突
如
高
ま
り

を
見
せ
、
タ
イ
以
上
に
大
き
な
悲
劇
に
発
展
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
下
で
は
、
経
済
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

エ
イ
ズ
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
、
環
境
汚

染
・
破
壊
、
犯
罪
・
テ
ロ
等
多
様
な
脅
威
も
国
境
を
越
え

て
拡
大
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
脅
威
は
、
す
べ
て
が

密
接
に
関
係
し
合
っ
て
い
る
。
２
０
０
１
年
９
月
11
日
に

米
国
で
発
生
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
は
、
世
界
中
に
大
き
な

恐
怖
を
も
た
ら
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
訓
練
・
養
成

さ
れ
た
ア
ル
カ
イ
ダ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
工
作
員
が
４
機
の
航

空
機
を
ほ
ぼ
同
時
に
乗
っ
取
っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
国

防
総
省
と
資
本
主
義
と
国
際
化
の
象
徴
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
突
入
し
た
の
で
あ
る
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
人
間
、
資
金
、
技
術
が
国
境
を

超
え
て
、
国
際
テ
ロ
組
織
の
下
に
収
集
さ
れ
そ
れ
が
再
び

国
境
を
越
え
て
、世
界
最
強
の
国
を
襲
っ
た
の
で
あ
る
。こ

の
よ
う
な
大
規
模
で
、
組
織
的
な
テ
ロ
は
こ
れ
ま
で
の
世

界
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。世
界
各
地
に
お
け
る
紛
争
、貧

困
、
富
の
偏
在
、
経
済
危
機
等
を
放
置
す
れ
ば
、
そ
の
国
、

そ
の
社
会
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
的
な
危
機
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
の
危
険
性
を
十
分
に
認
識
し
、
い

か
に
解
決
を
図
る
か
が
重
要
な
国
際
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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グ
ロ
ー
バル
化
時
代
の
安
全
保
障

―
「
人
間
の
安
全
保
障
」

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
安
全
保
障
の
概
念
と
し
て

「
人
間
の
安
全
保
障
」が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

国
際
社
会
に
お
い
て
は
、
国
家
間
の
対
立
・
紛
争
が
最
大

の
脅
威
で
あ
り
、
国
の
安
全
を
担
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

国
民
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
国
家
の
安
全
保
障
論

が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
テ
ロ
や
環
境
汚
染

の
よ
う
に
国
境
を
越
え
る
脅
威
に
対
し
て
は
、
単
一
の
国

家
だ
け
で
は
人
び
と
を
十
分
に
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
紛
争
下
の
国
・
地
域
で
は
、
政
府
が
人
び
と
を
守

る
こ
と
に
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、
無
力
で
あ
っ
た
り
、
時

に
は
政
府
が
人
び
と
を
抑
圧
し
、
扇
動
す
る
主
体
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
世
界
に
あ
っ
て
、
人
間

の
安
全
保
障
は
、「
国
家
」
で
は
な
く
、
そ
の
先
に
あ
る

「
人
び
と
」
に
焦
点
を
当
て
、一
人
ひ
と
り
の
人
間
を
尊
重

し
、
そ
の
安
全
を
も
っ
と
も
重
視
す
る
と
同
時
に
、
人
び

と
自
ら
が
安
全
と
発
展
を
推
進
す
る
主
体
と
な
る
こ
と
が

必
要
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
私
が
共
同
議
長
を
務
め
た

「
人
間
の
安
全
保
障
委
員
会
」
は
、２
０
０
３
年
に
発
表
し

た
最
終
報
告
書
『
安
全
保
障
の
今
日
的
課
題
』
に
お
い
て
、

人
間
の
安
全
保
障
を
「
す
べ
て
の
人
が
基
本
的
な
権
利
と

自
由
の
上
に
立
っ
て
生
存
し
、
生
活
し
、
人
間
と
し
て
の

尊
厳
を
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
存
在
と
な
る
こ
と
」
と
定
義

し
た
。

　

人
間
の
安
全
保
障
の
概
念
は
、
格
差
問
題
へ
の
対
応
に

お
い
て
も
有
効
で
あ
る
。
小
渕
恵
三
外
務
大
臣
（
当
時
）

は
、
１
９
９
８
年
５
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ス
ピ
ー
チ

に
お
い
て
、
当
時
の
ア
ジ
ア
の
経
済
危
機
へ
の
対
応
と
し

て
、
人
間
の
安
全
保
障
を
重
視
し
、
貧
困
層
や
高
齢
者
等

の
社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮
を
提
案
し
た
。
地
域
全
体
に
及

ん
だ
経
済
危
機
は
、
経
済
的
な
格
差
が
拡
大
し
た
社
会
に

お
い
て
、
各
国
の
貧
困
層
に
も
っ
と
も
深
刻
な
影
響
を
与

え
る
。
世
界
人
口
の
70
％
を
占
め
、
約
40
億
人
に
及
ぶ
貧

困
層
（
Ｂ
Ｏ
Ｐ : Bottom

 of the pyram
id

）
は
、
経
済

的
な
困
窮
ば
か
り
で
は
な
く
、
飢
餓
や
病
気
、
劣
悪
な
治

安
や
教
育
事
情
の
下
で
の
抑
圧
等
さ
ま
ざ
ま
な
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
て
お
り
、
国
家
の
枠
組
み
を
超
え
た
支
援
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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人
間
の
安
全
保
障
委
員
会
は
、
人
間
の
安
全
保
障
の
実

現
の
た
め
に
、
人
び
と
の
「
保
護
」
と
「
能
力
向
上
」
と

い
う
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
案
し
て
い
る
。
格
差
の
下

で
さ
ま
ざ
ま
な
脅
威
に
苦
し
む
人
び
と
を
救
済
す
る
た
め

に
、
ま
ず
食
糧
、
住
居
、
医
療
、
社
会
福
祉
・
保
障
等
の

直
接
的
な
支
援
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、格

差
そ
の
も
の
を
是
正
す
る
た
め
に
、
雇
用
の
創
出
や
富
の

再
分
配
、
機
会
の
均
等
等
に
関
わ
る
政
策
を
実
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
人
び
と
の
安
全
を
持
続
的
に

確
保
す
る
た
め
に
、
国
家
・
行
政
に
頼
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
人
び
と
に
よ
る
国
家
・
行
政
の
監
視
・
参
画
も
含
め
、

人
び
と
自
身
が
脅
威
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
能
力

を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
の
安
全
保
障
は
、

こ
の
よ
う
な
包
括
的
な
取
り
組
み
の
重
要
性
を
強
調
す
る

も
の
で
あ
る
。

「
人
間
の
安
全
保
障
」
概
念
に
基
づ
く

格
差
問
題
への
対
応

―
日
本
の
協
力
事
例
を
中
心
に

　

日
本
政
府
は
、
２
０
０
３
年
10
月
に
改
訂
し
た
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
大
綱
に
お
い
て
、
人
間
の
安
全
保
障

を
基
本
方
針
と
し
て
採
用
し
、
私
が
現
在
理
事
長
を
務
め

る
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
開
発
協
力
事
業
に
お

い
て
も
そ
の
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

途
上
国
で
の
事
業
実
施
に
あ
た
り
、「Inclusive and 

D
ynam

ic D
evelopm

ent

」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、開

発
の
恩
恵
が
す
べ
て
の
人
び
と
に
行
き
届
く
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
発
展
・
成
長
を
目
指
し
て
い
る
。
貧
困
層
の
生
活

改
善
に
必
要
な
社
会
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
か
ら
、
経
済

成
長
を
促
し
、
貧
困
削
減
を
下
支
え
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

そ
し
て
、
公
平
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
作
り
を

包
括
的
に
支
援
す
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
空
港
や

首
都
圏
総
合
開
発
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
と
も
に
、
農

村
部
で
の
生
計
向
上
や
保
健
・
医
療
、
教
育
の
充
実
等
多

様
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
４
０
０
０
万

人
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
供
与
し
、
５
５
０
校
以
上
の
学
校
を

建
設
し
、
１
万
人
の
教
師
を
育
成
し
た
。
特
に
農
村
部
は

貧
困
が
著
し
く
、
社
会
不
安
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
国
全
体
の
平
和
を
実
現
す
る
上
で
も
生
計
向
上

や
雇
用
創
出
に
よ
る
安
定
が
重
要
で
あ
る
。
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開
発
途
上
国
の
中
で
も
紛
争
地
域
に
暮
ら
す
人
び
と
は
、

特
に
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
コ
フ
ィ
・
ア
ナ

ン
国
連
事
務
総
長
（
当
時
）
は
、
２
０
０
０
年
の
国
連
ミ

レ
ニ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、「
欠
乏
」
す
な
わ
ち
貧
困

か
ら
の
自
由
と
「
恐
怖
」
す
な
わ
ち
紛
争
か
ら
の
自
由
を

主
張
し
、
人
間
の
安
全
保
障
の
具
体
的
な
概
念
整
理
を
促

し
た
。
貧
困
問
題
に
対
し
て
は
開
発
協
力
を
中
心
と
し
た

取
り
組
み
が
少
な
か
ら
ず
進
ん
で
い
る
が
、
紛
争
問
題
に

つ
い
て
は
、
組
織
的
、
か
つ
、
体
系
的
な
対
応
に
い
ま
だ

課
題
が
多
い
。
紛
争
の
原
因
と
な
っ
た
歴
史
背
景
や
当
事

者
お
よ
び
多
様
な
関
係
者
の
政
治
的
意
思
等
に
複
雑
な
配

慮
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
日
本

政
府
が
主
導
し
て
設
置
し
た
「
国
連
人
間
の
安
全
保
障
基

金
」
は
、
多
様
な
国
際
機
関
に
よ
る
共
同
事
業
を
支
援
し

て
き
て
お
り
、
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
コ
ン
ゴ
民
主
共

和
国
イ
ツ
リ
県
に
お
け
る
平
和
構
築
・
復
興
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
平
和
維
持
活
動
を
行
う
国
連

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｕ
Ｃ
）
か
ら

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
や
国
連

児
童
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）
等
の
人
道
援
助
機
関
、
国

連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
の
開
発
援
助

機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
人
び
と

の
保
護
と
能
力
向
上
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
地
域
に
共

生
を
作
り
出
し
、
和
解
と
復
興
を
促
進
し
て
い
る
。
こ
の

事
業
は
、
平
和
維
持
か
ら
平
和
構
築
・
復
興
開
発
へ
の
移

行
期
に
対
応
す
る
国
際
協
力
の
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
も
の

で
あ
り
、
他
の
地
域
に
お
い
て
も
同
様
の
事
業
の
検
討
が

始
ま
っ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バル
化
時
代
の
日
本
の
役
割

―
国
際
協
力・貢
献
の
必
要
性
と
重
要
性

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
近
年

の
日
本
社
会
の
内
向
き
傾
向
が
懸
念
さ
れ
る
。
国
際
協
力

へ
の
支
持
も
停
滞
し
て
お
り
、
１
９
９
１
年
か
ら
２
０
０

０
年
ま
で
世
界
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績

（
支
出
純
額
）
は
、２
０
０
０
年
か
ら
規
模
も
順
位
も
下
降

し
、
２
０
０
７
年
以
降
は
米
国
、
ド
イ
ツ
、
英
国
、
フ
ラ

ン
ス
に
次
ぐ
第
５
位
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
日
本
と

世
界
各
国
・
地
域
、
と
り
わ
け
開
発
途
上
国
と
の
相
互
依

存
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
っ
て
か
つ
て
な
い
ほ



｜グローバル化の時代における格差問題への対応33

特集１　世界の格差―どう乗り越えるか

ど
ま
で
に
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
の
輸
入
の
37
％
、
輸
出

の
48
％
は
開
発
途
上
国
と
の
間
の
も
の
で
あ
り
、
特
に
鉱

物
資
源
は
62
％
を
途
上
国
に
依
存
し
て
い
る
。
日
本
の
電

機
メ
ー
カ
ー
で
は
生
産
部
門
、
営
業
部
門
に
加
え
、
研
究

部
門
で
も
日
本
人
以
外
の
社
員
が
増
え
て
お
り
、ま
た
、商

社
で
は
、例
え
ば
、中
国
で
肥
料
や
農
産
物
を
生
産
し
、中

国
で
販
売
す
る
と
い
う
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
も
増
加
し
て
い

る
と
い
う
。こ
う
し
た
相
互
依
存
の
世
界
に
あ
っ
て
は
、日

本
の
平
和
と
繁
栄
も
、
他
国
と
の
関
係
な
し
に
は
あ
り
得

ず
、
国
益
と
国
際
益
の
間
に
大
き
な
相
違
は
な
い
。
狭
い

意
味
で
の
国
益
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
日
本
の

衰
退
・
凋ち

ょ
う

落ら
く

を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
状
況
に
あ
る
と
も

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
経
済
が
近
年
低
調
に
あ
る
も
の
の
、
２
０
０
９
年

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
第
２
位
で
あ
り
、
世
界
全
体
約
１
９
０

カ
国
・
地
域
に
お
け
る
相
対
的
な
経
済
力
の
高
さ
を
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
経
済
成
長
著
し
い
中
国
が
僅
差

で
第
３
位
に
迫
っ
て
い
る
が
、
１
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で

比
較
す
れ
ば
、
中
国
は
日
本
の
10
分
の
１
で
あ
る
。
戦
後
、

平
和
国
家
と
し
て
経
済
成
長
の
道
を
歩
ん
で
き
た
日
本
は
、

世
界
に
は
い
ま
だ
多
く
の
人
び
と
が
貧
困
と
紛
争
に
苦
し

ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
人
び
と
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
る
リ
ス
ク
に
も
っ
と
も
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
思
い
を
は
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ

イ
教
授
は
、「
防
衛（D

efense

）」、「
外
交（D

iplom
acy

）」、

「
開
発
（D

evelopm
ent

）」
の
「
３
Ｄ
」
に
よ
っ
て
リ
ス

ク
に
対
応
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。
軍
隊
に
よ
る
貢
献

を
行
わ
な
い
日
本
は
、
外
交
と
開
発
の
「
２
Ｄ
」
を
十
分

に
機
能
さ
せ
て
世
界
に
貢
献
す
る
責
任
が
あ
る
。
国
際
協

力
は
、
富
裕
国
か
ら
貧
困
国
へ
の
資
金
、
技
術
、
知
識
の

移
転
と
い
う
形
を
取
る
も
の
の
、
こ
れ
は
決
し
て
慈
善
で

は
な
く
、
相
互
依
存
の
世
界
に
お
け
る
共
同
利
益
追
求
の

た
め
の
方
策
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

数
多
く
の
開
発
途
上
国
が
第
２
次
世
界
大
戦
後
の
日
本

の
急
速
な
経
済
復
興
・
発
展
の
経
験
と
知
見
に
関
心
を
寄

せ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
・
発
展
に
は
、
日
本
の

経
験
と
知
見
を
生
か
し
た
長
年
に
わ
た
る
国
際
協
力
と
民

間
投
資
が
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て

も
「
ア
ジ
ア
の
奇
跡
を
ア
フ
リ
カ
へ
」
と
主
張
さ
れ
て
い

る
。
日
本
は
、
経
済
発
展
と
同
時
に
、
累
進
課
税
の
税
制
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や
農
地
改
革
、
労
働
者
の
保
護
と
福
祉
な
ど
格
差
拡
大
防

止
の
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
き
て
お
り
、
途
上
国
が
格
差

の
問
題
に
対
応
す
る
際
に
も
大
い
に
参
考
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
日
本
に
は
民
間
企
業
と
科
学
技
術
と
い
う

優
位
性
も
あ
る
。
日
本
の
技
術
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
の

是
正
に
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
ま
た
、
科
学
技
術

教
育
や
技
術
訓
練
に
か
か
る
国
際
協
力
を
通
じ
て
途
上
国

の
人
び
と
の
能
力
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
日

本
の
国
際
協
力
は
、
政
府
と
市
民
社
会
が
一
体
と
な
っ
て

効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

人
間
の
安
全
保
障
は
、
国
や
民
族
、
組
織
等
の
い
か
な

る
枠
組
み
や
関
係
性
を
超
え
て
共
通
す
る
「
人
び
と
」
の

安
全
と
繁
栄
を
最
優
先
す
る
普
遍
的
な
価
値
観
と
包
括
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
下
に
、
多
様
な
実
施
主
体
の
動
員
と
協

力
を
可
能
に
す
る
概
念
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代

に
対
応
す
る
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
中
心

概
念
と
し
て
の
位
置
付
け
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、人

間
の
安
全
保
障
は
、
国
内
問
題
へ
の
対
応
の
必
要
性
や
重

要
性
を
決
し
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
国
内

外
の
問
題
を
同
一
に
取
り
扱
う
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、

国
内
問
題
の
対
応
に
世
界
の
リ
ソ
ー
ス
や
ア
イ
デ
ア
を
動

員
す
る
考
え
方
も
可
能
と
し
て
い
る
。

　

日
本
を
含
め
、
世
界
各
国
・
地
域
に
存
在
す
る
格
差
の

問
題
へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
の
世
界
に
対
す
る

呼
び
掛
け
と
し
て
、
国
、
宗
教
、
文
化
、
民
族
等
の
区
別

を
超
え
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
が
相
互
に
協
力
し
、
補
い

合
う
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
い
。
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